
第2回「地区ミーティング」のご協力に感謝！ 

12月 26日（木）南中学校を会場として第１０地区ミーティングをスタートに、2月25日（火）金井中

学校の第５地区ミーティングで、本年度の地区ミーティングが終了いたしました。各地区の校長先生・ 副校長

先生方をはじめ、ＶＣの皆様、地域連携担当教員の皆様、ご協力ありがとうございました。第１回目の各地区

ミーティングから様々な情報の共有がなされ、第２回目の地区ミーティングでは、各地区グループ ワークを

中心に進められ、統括ＶＣの皆様による工夫された内容で取り組むことができました。 

学校支援センターからの報告として、指導課管理係太田担当係長より、2024 年度学校支援ボランティア

（地域学校協働活動等）実態調査、2024年度VC活動謝金の支払い基準 対象期間 提出期限、2024年

度地域学校協働本部の報告書の作成 提出についての説明がありました。宮島GVCより、今年度の地域支援

センターが取り組まれた内容、天利 GVC からは第 2 回中学校 VCM の報告として、職場体験学習とＶＣと

の関わりについてありました。黒部GVCからは、実施したクロムブック研修の取り組みと、取り組まれた地

区の紹介がありました。 

地区ミーティングの様子 
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第10地区ミーティング（１２／２６） 

○グループワーク「CS に取り組んでよかったこ

と、これはお勧め」などをテーマに熟議を行い情報

共有しました。「えんたくん」を活用し、膝を寄せ

合い、熟議を行いました。グループディスカッショ

ンでは親しみのある活発な意見交換が行われまし

た。地域や人とのつながりは活動を通して深まり、

声かけが生まれた 

 

第7地区ミーティング（１／７） 

○・「クロムブックを使えると、こんなことができま

すよ」橋本華子・ ICT インストラクターを講師にお

迎えし、クロムブックの新たな挑戦を展開しまた。

後に、学校支援センターでも、この日、教えていた

だいたことを、統括VCミーティングの最終回で、

まとめとして活用させていただきました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1地区ミーティング（１／１４） 

○・「CSに取り組んでよかったこと。こんな時（困

りごと）は、どうしていますか？」管理職 地域

連携担当教員 VC の各グループに分かれて話し

合いが活発に行われました。話し合われた内容の

発表として、子供たちの学びを見える化する取組

を進めたい。子供たち中心の進め方はよかった

が、内容が計画からずれてしまい教育課程から離

れてしまった等の意見がでました。 

 

第9地区ミーティング（１／１７） 

○・「新たな学校づくり」の取組みは、今後、町田市

内の学校が統廃合を進める VC の実践活動例とし

て紹介されました。内容は、合同（統合校）での行

儀の取組みと行事の実施、児童の関わり方、校歌 

校章の作成過程の紹介等についての報告がありま

した。子どもにより添った動きとVC相互の連携の

すばらしさ、本当にありがとうございました。 

 

第2地区ミーティング（１／２０） 

○グループの話し合いで次のような意見が出され

ました。児童 生徒が学びの主体者として、地域の

様々なボランティアの方から学ぶことから、達成

感や充実感を味わうとともに地域への愛着や親和

感が醸成できました。制約のある中での時間確保、

カリキュラムマネジメントの必要性について再確

認できました。 

 

第6地区ミーティング（１／３０） 

○各学校の活動報告で、今年度の取組みの中で指

導いただいたゲストティーチャーより「児童 生徒

から今日の指導について学ぶことがありました。」

と話をいただき、新たなゲストティーチャーの在

り方に気付かされた。最後は、小学校 中学校の校

種に分かれ、ＶＣの活動 今年度新たに取り組んだ

活動 学校相互で聞きたいことや知りたい内容に

ついての話し合が行われました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第4地区ミーティング（２／３） 

○各学校の活動報告の後にグループ（管理職 地域連携担当 VC①

②）に分かれ「えんたくん」を活用し熟議、「わくわくした学校づく

り」を話し合いました。意見としては、やってよかったなと感じる

活動ができる。学習だけでない勉強も大切。大人も子供も本気で笑

いあえる学校。色々な体験活動をさせたいが、その為には費用が必

要、クラウドファンディングを視野に入れてはどうか。子供たちか

ら感動や感謝の言葉→・先生のやる気につながる→良授業→・子供

の心に残る。生徒の心と身体が元気な学校。世代を超えた大家族の

イメージでの学校づくりができている学校などの意見がありまし

た。 

 

第8地区ミーティング（２／３） 

○各学校の活動報告の後は、グループディスカッシ

ョン（管理職 地域担当教諭 ＶＣ）にて、成果と

課題について話し合いを行いました。発表された意

見として、４月中に年間の予定を計画する時間が必

要、年度初め先生方にVCの紹介があるとよい。 

ＶＣとの情報連携ができないまま、行き違いや関わ

り方の不明な点がみられた。ＶＣとの連携において

クラスルームでは難しい。C４th の活用方法はない

ものか…。などの意見がありました。 

 

第3地区ミーティング（２／１８） 

○各学校の活動報告の後に、｢A:地域とのつながり・

Ｂ:学年･地域･VC との連携・Ｃ:次年度への引継ぎ｣に

ついて、2 校の組み合わせによるグループ編成で熟

議を行いました。意見として、山崎高等学校の生徒に

よる寸劇｢SNSの取り扱い方と危険｣について小学6

年生が観賞した。内容が分かりやすく、身近なお兄さ

ん お姉さんからの「注意」が児童に受け入れられや

すく、他校へも紹介したい。・年度当初に校長経営に

ＶＣ等の活動を明確化し、学校全体で周知する等の

意見がありました。 

 

 第２地区副校長会研究は、「地域社会と協働する児童の育成」をテーマ

に副校長 VC 地域連携担当教員と「協働」で取り組み実践されました。

目的は各校の地域連携協働活動の質の向上です。副校長とVC、地域連携

担当教員との意見交換会では、VCの皆さまから、大好評の声が多く届け

られました。研究のまとめを学校支援センターに送っていただき AI マイ

ニングテキストで分析結果を生かし、各地区ミーティングのグループワー

クのテーマ「熟議」を行うことができました。（右図は、分析結果です。） 



  

 

 

（その他特記事項） 

【クロムブック研修】 会場；教育センター「パソコンルーム」、各学校等 

１１月１５日（金） 第２地区、１１月２６日（火） 第１０地区、1月24日（金）・ 第 8地

区、1月29日（水） 第9地区において、クロムブック研修を行いました。 

講師として、黒部ＧＶＣと学校支援センター 阿部朋子さんより以下の内容についてご指導を

いただきました。 

クロムブック操作とともに、・  

① クラスルームの活用・  

② クラスルームの授業に資料を投稿 

③ トピックを活用してクラスルームの整理の仕方等を練習しました。 

参加されたＶＣの方から、説明が分かりやすく、操作が簡単なことに気付いた等のご意見を

いただきました。地域内での、クラスルームを活用しての情報共有が進められることが楽しみ

ですね。終始、和やかな雰囲気でクロムブック操作研修が進められました。 

 

【文責，宮島 黒部 天利】 

第5地区ミーティング（２／２５） 

ゲスト 野口泰昭様（薬師台メディカルTERRACE

代表）より、地域と小 中学校の活動紹介がありま

した。続いて、①どのような活動を行ったか ②ど

のような工夫をしたか ③今後の取組みについて

グループで話し合いが行われ、次のような意見が

発表されました。 卒業アルバムを手掛かりに学校

の秘密を探る  リアルな体験を聞く  周年行事を

機会に地域伝承を再発見  循環型ボランティアの

発想  町田の文化をスポーツの視点で捉える活

動  町田の伝承に関わる方の思いと体験の場を設

定したい、等の意見がありました。 

「えんたくん」は、コミュニケーションツール。 

（ぜひ、インターネットで調べてください。） 

東京都が主催している地域学校協働活動推

進フォーラムで活用されました。直径９０セン

チくらいのただの段ボールです。しかしなが

ら、それを数名で膝の上に乗せ、近距離で話し

合いをするのです。書き込みもできたり、付箋

も貼ることができます。最初はアイスブレイク

から始まり徐々にテーマに迫っていきます。

10地区の統括VC井上さんが再現し製作して

くれました。学校支援センターがお預かりし、

各地域で活用させていただいています。 


